
。、

題字は清河市長
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市
政
の
動
き

広報うおづ

マ

議

長

マ
副
議
長

魚
津
市
議
会
臨
時
会

議
長
・
副
議
長
を
選
出

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月
間
日
に
聞
か
れ
、
次
の
議
案
が
議

決
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
正
・
副
議
長
と
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委

員
会
委
員
、
監
査
委
員
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
の

5
月
臨
時
市
議
会
に
お
き
ま

し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

議
長
の
要
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

光
栄
で
あ
り
責
任
の
重
大
き
を
痛
感
い
た
し

議

長

若

島

正

敬

て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
公
正
無
比
な
議
会
運
営
に
徹

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
総
意
を

尊
重
し
、
市
勢
の
発
展
と
福
祉

の
増
進
に
誠
心
誠
意
努
力
い
た

す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
地
方
自

治
体
の
行
財
政
事
情
は
厳
し
い

情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、
特
に
本

年
は
、
市
制
三
十
五
周
年
に
当

た
り
、
重
要
施
策
が
実
施
さ
れ

る
大
事
な
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、

市
当
局
と
協
力
し
益
々
前
進
さ

せ
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
の
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

若
島
正
敬
(
日
歳
)

高
島
義
信
(
幻
歳
)

マ
各
常
任
委
員
会
委
員
、

特
別
委
員
会
委
員

(O

は
委
員
長
、

O
は
副
委

員
長

・
敬
称
略
)

総

務

委

員

会

。
中

田

尚

O
関
口
衛

高
島
義
信

・森
内
俊
雄

河

崎

浩

・
若
島
正
敬

建

設

委

員

会

。
石
崎
七
郎

O
後
藤
吉

松
・古

金

広

・稗
苗
清

吉

・
竹

内

進

・
浜
谷

佐
久
三

・
富
田
只
夫

産
業
経
済
委
員
会

。
経

沢

稔

O
野
崎
栄

吉

・
長
勢
甚
正

・
田
中

光
幸

・
宮
島
竹
二

・
高

慶
平
之
丞

魚
津
市
友
道

1
8
0
1
番
地
の

1

魚
津
市
蛇
田

5
1
3
番
地
の

1

‘F
副
議
長
高
島
義
信
氏

文
教
厚
生
委
員
会

。
七
沢
秋
政

O
加
藤
成
司

・
沢
崎

尚
武

・
浜
多
弘
之

・
大
久
保
松
治

伊
藤
甚

一

公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
田
中
光
幸

O
森
内
俊
雄

・
高
島

義
信

・
河

崎

浩

・
大
久
保
松
治

若
島
正
敬

新
幹
線
及
び
交
通
問
題
特
別
委
員

会
A

。
竹

内

進

O
経

沢

稔

・
七
沢

秋
政

・
浜
多
弘
之

・
宮
田
只
夫

・

伊
藤
甚
一

・
高
慶
平
之
誠
一

下
水
道
特
別
委
員
会

。
野
崎
栄
吉

O
古

金

広

・
沢
崎

尚
武

・
中

田

尚

・
浜
谷
佐
久
三

石
崎
七
郎

桃
山
運
動
公
園
特
別
委
員
会

。
関

口

衛

O
稗
苗
清
吉

長
勢
甚
正

・
後
藤
吉
松

・

加
藤
成
司

・
富
島
竹
二

議
決
さ
れ
た
議

案

マ
臼
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
マ
臼
年
度
老
人
保
健
医
療
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

(魚
津

市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
ぬ
専
決
報
告
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
(
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
報
告
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
(
日
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

〈第
5
号
〉
の
専
決
報
告
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
(
臼
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

〈第
5
号
〉

の
専
決
報
告
)

同

案

件

ニt昆

忌

マ
魚
津
市
吉
島
二
丁
目
3
番
1
号

森
内
俊
雄
氏
を
魚
津
市
監
査
委
員

に
選
任

‘F議
場
で
の
投
票
風
景
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晴
れ
の
叙
勲

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

勲

四

等

瑞

宝

章

茂

氏
(
初
歳
)

魚
津
市
青
島
問
番
地
の

7

片

山
金
沢
国
税
局
関
税
部
酒
税
課
長
、

国
税
庁
金
沢
派
遣
主
席
監
督
官
な

ど
な
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
税
務

行
政
一
筋
に
尽
く
さ
れ
た
。

市
政
の
動
き
・
・
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・
・
-

E

・・・・・・・・
-
-
e

・・・
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-
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・
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1
5

下
水
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と
わ
だ
し
疋
ち
・
・
・
・
・
・
・
・
・

6

力
メ
ラ
レ
ポ
・•••••••••• 

-
a

・'8
1
9

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
'，
，
•••••••• 

，叩

保
健
だ
よ
り・・・••••

•••••• 

--mM
l
m
u
 

あ
し
ら
せ
・
E
E
-
-
-
E

・・・・
-----aaMl
句

こ
ど
も
の
広
場
・
;
l
a
l
-
-
-
i

・e
・-
句

警霊童青空・清流

霊童三lまくめまち

働環場週間 r 

6月5日-6月刊日

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
、
野
や
川
に

ピ
ク
ニ

ッ
ク
|

|
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
出
会
っ

た
の
は
、
自
然
ど
こ
ろ
か
空
き
缶
の
山
や
汚
れ

き
っ
た
川
。

こ
れ
で
は
何
の
た
め
に
戸
外
に
出

か
け
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
興
ざ
め
し
て
家

に
帰
り
、
疲
れ
た
体
を
い
や
そ
う
と
思
い
横
に

な
る
と
、
こ
ん
ど
は
近
所
か
ら
の
騒
音
で
寝
つ

け
な
い
。

こ
ん
な
悲
劇
的
な
状
況
が
、
い
ま
日
本
列
島

の
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
ほ
ど
で
す
。

か
快
適
な
環
境
。
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
。
地
球
的
規
模
で

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

身
近
に
す
ぐ
手
が
け
ら
れ
る
も
の
ま

で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
空
き
缶
公
害
、
ご
み
の
処
理
、

近
隣
騒
音
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川

の
汚
れ
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
問
題

は
、
わ
た
し
た
ち
の
ち
ょ

っ
と
し
た

心
づ
か
い
や
工
夫
で
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

六
月
五
日
か
ら
一
週
間
は
「
環
境

週
間
」
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
町
や
自
然
の
残
っ
た
野
山
な
ど

を
さ
ら
に
よ
り
よ
い
環
境
に
す
る
た

め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

ニ
と
を
心
が
け
れ
ば
よ
い
の
か
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
処
理

私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
出
る
ご

み
の
量
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
石
油

危
機
直
後
に
一
時
的
に
減
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
生
活
水
準
の
向
上
、

生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
よ

っ
て、

そ
の
後
年
々
増
え
つ
づ
け
、
し
か
も
、

ご
み
の
種
類
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
状
態
に
対
応
す
る
た
め
に
は

処
理
場
を
増
や
す
だ
け
で
は
追
い
付

き
ま
せ
ん
。
ご
み
の
量
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
、
資
源
化
、
有
効
利
用
な

ど
に
よ
っ
て
減
量
化
を
図
る
と
い

っ

た
こ
と
を
並
行
し
て
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
た

め
、
ど
う
し
て
も
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
集
積
場
は
地
区
住
民
の
環
境

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

ル
ー
ル
を

守
り
、
つ
ね
に
清
潔
に
管
理
し
ま
し

ト

A
R
A
J

。
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市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
か
を
一
年
に
二
回

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
日
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
百
一
億
七
千
六
百
万
円
で
、

上
半
期

(
4
月
i

9
月
)
中
に
二
億

七
千
百
二
十
万
四
千
円
を
追
加
補
正

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
叩
月
か
ら
3

月
ま
で
の
下
半
期
で
き
ら
に
一
億
四

千
三
百
六
十
三
万
九
千
円
を
追
加
補

正
し
ま
し
た
。

結
局
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

前
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
六
千
十

九
万
六
千
円
を
加
え
、
百
六
億
五

千
百
三
万
九
千
円
と
な
り
、
昨
年

同
期
の
百
三
億
三
千
三
百
十
八
万
五

千
円
に
比
較
し
て
ね
%
の
増
と
な
り

ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の

下
半
期
に
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
増
額
さ
れ
た
も
の

財
政
調
整
基
金
積
立
金
H
七
千
六

百
万
円
、
除
雪
対
策
費
日
七
千
百
四

十
五
万
五
千
円
、
駅
西
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
H
五
千
二
百
万
円
、
人

事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
及
び
特

別
職
報
酬
改
定
に
よ
る
人
件
費
H
四

千
四
百
二
十
三
万
七
千
円
、
林
業
セ

ン
タ
ー
用
地
費
H
こ
千
八
百
八
十
五

万
九
千
円
、
保
育
所
運
営
費
H

一
千

九
十
五
万
八
千
円
、
等
。

V
減
額
さ
れ
た
も
の

運
動
公
園
築
造
費
H
九
千
八
百
六

十
万
三
千
円
、
生
活
保
護
措
置
費
H

二
千
七
百
二
万
五
千
円
、
失
業
対
策

事
業
費
H

一
千
四
百
四
十
八
万
六
千

円
、
特
別
障
害
者
手
当
給
付
費
H

一

千
三
百
二
十
二
万
二
千
円
、
老
人
福

祉
施
設
入
所
措
置
費
H
一
千
三
十
七

万
一
千
円
、
等
。

な
お
、

3
月
末
現
在
の
各
執
行
状

況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

砂

駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

(
簡
保
・年
金
積
立
金
融
資

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 

議 ぷzbz、 費 l!.~9 1 ， 526 11重88，908 98.6 

総 務 費 151意87，554 141窓37，486 90.5 

民 生 費 181156 ，629 171意69，175 95.3 

衛 生 費 41意75，553 41意59，604 96.6 

労 f動 費 11fi34 ，398 1億31，249 97.7 

農林水産業費 101M1，108 91.意85，469 94.7 

商 工 費 31意77，338 31，窓72，628 98.8 

土 木 費 191意73，752 17億11，922 86.7 

消 防 費 21怠60，191 2億55，，937 98.4 

教 育 費 14億98，084 12億40，093 82.8 

ユペ 害復 |日 費 54，747 54，565 99.7 

o 債 費 10億62，062 10f意36，880 97.6 

諸 支 出 金 88，597 39，939 45.1 

予 イ庸 費 49，500 。 。

歳 出 ぷ口入 計 106億51，039 961窓83，855 90.9 

61年度一般会計収支状況 (3月末)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

千円 千円 % 
市 税 461，意45，000 451意40，742 97.8 

地 方 譲 与税 11意00，000 1億06，333 106.3 

娯楽施設利用税交付金 20，000 25，844 129.2 

自動車取得税交付金 75，000 93，387 124.5 

地方 ヲス‘マ 付税 101窒00，000 111怠78，670 117.9 

交通安全対策特別交付金 6，000 6，432 107.2 

分担金及び負担金 31158 ， 990 3億46，786 96.6 

使用料及び手数料 2億16，866 11t.98，413 91. 5 

国 庫 支 出 金 10億84，109 101.章24，809 94.5 

県 支 出 金 7億78，353 61.意72，665 86.4 

員オ 産 収 入 1億40，198 llt.32 ，981 94.9 

寄 附 金 9，056 7，435 82.1 

繰 入 金 3億43，591 3{意43，639 100.0 

繰 越 金 7億47，597 7億47，597 100.0 

諸 収 入 41.意28，079 2億18，140 51.0 

市 債 6億98，200 20，500 2.9 

歳 入 メE』3、 計 1061t.51 ，039 96億64，373 90.7 

歳入
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市民の市税負担状況

人口 49，888人

世帯数 13，619世帯

(昭和62年 3月31日現在)

入湯税

9，921千円

軽自動車税

34，698千円

気税

229，998千円

市たばこ消費税

250，837千円

固定資産税

|，800，344千円

市民税

2，214，944千円

電

2，548円

16，888円

728円

/ 

土 木 債 2，427，383千円

目 教 =同企'" 債 2，385，769千円

的
特別地方債 752，750千円

農林水産債 579，071千円

公営住宅債 497，651千円

jjlj 
県貸付金 390，678千円

災害復旧債 210，086千円

縁 故 債 161，309千円 庁舎災建設債 48，927千円
消防債 86，104千円 火復旧債 23，165千円

く市債総額 75億62.893言
市民一人当り負担額 151，597円

il 日比 大 蔵 省 4，054，243千円

入
郵 政 省 2，140，108千円

先
公営公庫 710，801千円

jjlj 目畠土司 山 県 390，678千円

北陸 銀行 90，840千円
主主子 ・3藍 最且 .d. 48.018千円

¥、、 そ σ〉 他 128，205千円

5万円

市債の状況 (3月末)

4 3 2 。。2 4 6 8 10 12 16万円 14

h
p
早
月
緑
地
公
園
(
松
林
、
駐
車
場
整
備
)

/単位¥
l 千円.%)

執 1T 状 ?兄
会計 区分 予算額

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

下水道 事 業 41意32，030 21A71，314 62.8 31軍96，863 91. 9 

簡易水道事業 47，452 36，084 76.0 37，317 78.6 

国民健康保険事業 22億73，004 191!92，050 87.6 1 91~94 ， 260 87.7 

老人保健医療事業 25億59，885 23億72，353 92.7 231.意76，998 92.9 

農業共済 事 業 1億14，214 91，920 80.5 79，448 69.6 

水族館 事 業 21.意91，807 21.意89，090 99.1 21.@:70，925 92.8 

言十 571i18，392 501.窓52，811 88.4 511!55，811 90.2 

特別会計予算執行状況 (3月末)

“ 

市有財産の状況

ゴ二 土也 建 物
871，939mz 139，412mz 

~ず ~ 
有 価 証 券その他 基 金
150，472千円 940，877千 円

彦空襲 番多



(6) 

下
水
道
と
わ
た
し
た
ち

ω

広報うおづ

シ
リ
ー
ズ

H
下
水
道
の
し
く
み
H

「
下
水
管
に
流
し
た
よ
ご
れ
た
水
は

ど
の
よ
う
に
し
て
き
れ
い
に
な
る
の

で
す
か
U

そ
れ
で
は
、

n
下
水
道
の
し
く
み
。

に
つ
い
て
お
は
な
し
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
下
水
か
ん

よ
ご
れ
た
水
や
雨
水
は
下
水
か
ん

に
流
れ
こ
み
ま
す
。
下
水
か
ん
は
道

路
の
下
な
ど
に
、
つ
め
ら
れ
て
い
て
、

下
水
し
ょ
理
場
ま
で
運
ぶ
役
目
を
し

て
い
ま
す
。

下
水
を
運
ぶ
方
式
に
は
、
よ
ご
れ

た
水
と
雨
水
を
べ
つ
べ
つ
に
し
て
、

よ
ご
れ
た
水
は
下
水
し
ょ
理
場
へ
、

な
川
を

ぬ
液

い

海

を

ρ

総
掛
け
@

百
a
E

哩例
l
j
F
zv

ド、
P
E
lf-九

割

o
f
M
U均一

ま
す
。

⑥
下
水
し
ょ
理
場

下
水
か
ん
や
ポ
ン
プ
場
を
通

っ
て

下
水
し
ょ
理
場
に
運
び
こ
ま
れ
た
下

水
は
、
ち
ん
さ
池
(
沈
砂
池
)
、
さ
い

し
ょ
ち
ん
で
ん
池
(
最
初
沈
殿
池
)、

エ
ア
レ

l
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
、
さ
い
終

ち
ん
で
ん
池
(
最
終
沈
殿
池
)
を
通

る
聞
に
よ
ご
れ
が
取
り
の
ぞ
か
れ
、

き
れ
い
な
水
に
生
ま
れ
か
わ
り
、
海

や
川
に
流
さ
れ
る
の
で
す
。

ヘ
次
回
は
、
「
下
水
が
き
れ
い
に
な
J

F

る
ま
で
」
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。
」

雨
水
は
そ
の
ま
ま
川
や
海
へ
流
す
分

流
式

(
ぶ
ん
り
ゅ
う
し
き
)
と
よ
ご

れ
た
水
と
雨
水
を
い
っ

し
ょ
に
し
て
下
水
し
ょ

理
場
へ
運
ぶ
合
流
式

(ご

う
り
ゅ
う
し
き
)
と
が

あ
り
ま
す
。

魚
津
市
は
分
流
式
で

す
。

⑨
ポ
ン
プ
場

下
水
か
ん
は
、
こ
う

配
を
利
用
し
て
下
水
を

運
ぶ
し
く
み
に
な

っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま

う
め
て
い
く
と
地
面
が

深
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ポ
ン
プ

場
を
つ
く

っ
て
下
水
を

く
み
あ
げ
、
そ
こ
か
ら

ま
た
、
こ
う
配
に
よ

っ

て
下
水
が
流
れ
は
じ
め

る
し
く
み
に
な

っ
て
い

家のまわりの配管

~ (分流式)

角
川
ダ
ム
は
、
ダ
ム
土
流
流
域

に
、
大
雨
が
降
っ
た
場
合
に
、

「
自

然
調
節
方
式
L

と
よ
ば
れ
る
方
式

で
洪
水
を
調
節
し
て
水
害
を
防
ぐ

働
き
を
し
て
い
ま
す
。

自
然
調
節
方
式
の
ダ
ム

(別
名

H
穴
あ
き
ダ
ム

)
に
は
、
川
の
大

き
さ
に
あ

っ
た
穴
が
あ
い
て
い
て

多
く
の
水
が
短
時
間
に
入

っ
て
き

て
も
、
{
八
の
分
し
か
水
が
出
な
い

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ゲ
ー
ト

(水
門
)
を

あ
け
た
り
、
し
め
た
り
し
て
調
節

す
る
ダ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
角
川
は
、
と
こ
ろ
に
よ

っ
て、

ま
だ
川
を
き
れ
い
に
な
お
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
大

き
な
雨
が
降

っ
た
場
合
に
は
、
水

が
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

一
生
懸
命
な
お
す
よ
う
に
ガ
ン

バ
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
し
ば
ら

く
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ダ
ム
か
ら
急
に
た
く
さ
ん
の
水

が
出
る
よ
う
に
な

っ
た
場
合
に
は

危
険
を
知
ら
せ
る
た
め
に
サ
イ
レ

ン
を
な
ら
し
た
り
、
マ
イ
ク
放
送

を
し
た
り
、

警
報
車
で
案
内
を
し

た
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
早
く
川

か
ら
あ
が
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
川
の
そ
ば
に
近
よ
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

富
山
県
角
川
ダ
ム
管
理
事
務
所



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
「
一
口
医
学
、
あ
な
た
も
該
当
、
心

得
よ
う
受
診

9
則
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
用
し
て
く
だ
さ
い

-1日
成
人
病
下
ツ
ク

対
象
H
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

の
資
格
が
あ
る
方
。

費
用
H

一
人
三
万
円
で
、
う
ち
二
万
三
千
円
を
助

成
し
ま
す
。
本
人
負
担
は
七
千
円
で
す
。

予
定
人
員
H
河
名
で
す
。

1
年
以
上
国
保

。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク

対
象
H
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

の
資
格
が
あ
る
方
。

費
用
H
無
料
で
す
。

予
定
人
員
H

一、

0
0
0名
で
す
。

1
年
以
上
国
保

広報うおづ

請す当 未円が件 。""""
をし 現 90が今月 一の』
る 在 j荷万ゆ

てなよう 、と円未 るか な

み 震な め長康保険 たて り満ら
くらにまでれ も
だ、入ししま 該

いきa ー度被扶養定者圭仙刃 ていっ た。がた たし の 岨7U4 4 

る こ今ま護養者 ま
人れ せ
で からでの ハ，ノ

該もL は詰収認定条 か 1 
の 100 ?l
申 万入 | 

(7) 

口

医

学

I
l
l
1
1

い
と
き
は
す
ぐ
医
師
に
見
て
も
ら
い

主
噂

こ

晴

司

れ

u

ま
し
ょ
う
。

:
l

j

d

梅
毒
に
感
染
す
る
機
会
が
あ

っ
て

¥

話

か

ら

、
二
、
三
週
間
の
潜
伏
期
が
す
ぎ

川

表

る

と

、
病
原
体
の
侵
入
し
た
場
所
に

い
ま
か
た
い
し
こ
り
が
で
き
ま
す
。
キ
ス
か

ら
感
染
す
れ
ば
、
唇
の
と
こ
ろ
に
、
性

交
で
う
つ
れ
ば
性
器
に
症
状
が
で
ま

す
。
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
く
、
別
に
変

わ
っ
た
色
も
し
て
い
な
い
し
、
女
性
の

場
合
、
ち
つ
内
に
で
き
た
と
き
は
全

く
気
の
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
騒
ぎ
で
性
病
が
よ
ノ

題
に
な
り
ま
す
が
、
性
病
の
叫

が
梅
毒
。
最
近
、
急
増
し
て
一

す
か
ら
用
心
を
。

感
染
源
は
ソ

l
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

の
風
俗
営
業
か
ら
の
他
、
海
外
旅

行
で
と
い
う
人
も
多
い
。
幸
い
な

こ
と
に
梅
毒
は
エ
イ
ズ
と
ち
が
っ

て
特
効
薬
が
あ
る
こ
と
。
早
期
に

F
1
4-1
1
1
1
1
4
i
1
1
11
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
4
1
 

これだけ除心得ょう受診S則

にか受
すじ診
るめの
こ整際
と理医

/ し師
/バつ 二|巳
ι.?I) '.........- 畏い
I( '/::: _ 領う・・・ ょベコプ1. 亘書
~~九 EE
l今ぐマ>+イるを
~ ~~ ，') よあ
」ペ ト J うら

番急
)な

を傷
呼病
ぱで
なな

この
IS-ω と長

回目Q! 
~ー

九

初
診
の
際
、
横
尿
す
る
こ
と
ガ
あ
る
の
で

診
察
直
前
に
排
尿
し
な
い
こ
と

とい医
か師
なと
いの
場信
合頼
の感
ほを
かっ
転よ
医め
11d: 
さな
けつ
ると
こく



(8) 

あなたの撮った(まちの話題)写真を募集しています。投稿される

方は、写真の他に、日付・場所・内容 (200字程度)・住所・氏名を書

いた別紙を添えて、毎月 10日までお寄せください。投稿されたなかか

ら 1-2点をこのページでご紹介します。

市役所広報担当係釈迦堂卜10-1

広報うあ、づ

カメラ
(tr 22-2200内線 161) 

レポ
白寿おめてとうζざいます

倉元きよさん

中央通り 2丁目の倉元きよさんは、 5月15日

めでたく白寿 (99歳)の誕生日を迎えられ、市

長から祝状、毛布などが贈られました。

.A. 

5月14日から23日にかけ、魚津市関係の北洋サケマス船5隻が、豊漁

と航海安全を)，?J~ う家族や、清河市長の見送りを受け、集結基地の北海道

花咲港に向け、元気に出航しました。

北洋サケマス船団出航

v 

アワビ稚買の放流

5月10、道下海岸にあるアワビ稚員を育てる人工魚礁に、穀

長 3-4 cmの稚貝17，000個を放流しました。

人工魚礁は、昭和55、57、59年度に作られ、広さ約50mX300 

mあり、商品サイズの12cmまで、放流後約4年かかります。

アワビの漁獲量は、過去には0.5トン以下でしたが、近年 1

-2.7トンと増加し、放流の効果が現われています。 v 

5月7日、市役所で応募した 137人が集まり、老人福

祉作業鎌渡し式が行われました。

お年寄りたちの、いきがいと健康維持にと公固などの

除草をするもので10月末まで行われ、 1日1，700円の謝

礼が支給されます。

消
費
者
、
民
事
介
入

暴
力
被
害
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

マ
と

き

6
月
日
日
出

午
前
日
時

i
午
後

3
時

富
山
県
民
会
館川山

岳
J

宮
且

富
山
県
弁
護
士
会

富
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

マ
と
こ
ろ

マ
、
王

マ
北
ハ

催催

ぁ
ゅ
の
解
禁

⑥
角
川

・
布
施
川

・
片
貝
川
(
国

道
8
号
線
橋
上
流
端
か
ら
下
流
)

は
投
網
・
て
ん
か
ら
網

・
釣
り

と
も
6
月
初
日
出
正
午
、
同
時

解
禁

⑨
早
月
川

・
片
員
川

(
8
号
線
上

流
)
は
、
釣
り
が

6
月
初
日
出

正
午
、
投
網

・
て
ん
か
ら
網
は

お
日

ω正
午
の
予
定

-
許
可
手
続
き
等

・
内
水
面
の
許
可
証
交
付
は
、

6

月
日
日

ω
i
m日
ωま
で
、
呉

東
内
水
面
漁
協
事
務
所
(
大
光

寺
地
内
)
で
、
竿
釣
り
は
市
内

釣
り
具
屈
で
受
け
て
く
だ
さ
い
0

.
早
月
川

・
片
貝
川
の
県
河
川
は
、

網
に
つ
い
て
県
の
許
可
証
、
竿

釣
り
は
許
可
証
が
い
り
ま
せ
ん
。
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市
政
パ
ス
発
車

5
月
ロ
日
、
第

1
回
の
市
政
パ
ス

が
発
車
し
ま
し
た
。
今
回
行
わ
れ
た

の
は
、
史
跡
な
ど
を
回
る
文
化
財
コ

ー
ス
で
、
幻
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

4 

古
里
ま
つ
り

5
月
刊
日
、
廃
村
と
な
っ
た
古
鹿

熊
地
区
に
出
身
者
が
集
ま
り
、
第
3

回
古
里
ま
つ
り
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

民
俗
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

十
一
面
観
音
像
の
法
要
や
、
し
し
舞

の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
政
物
価
パ
ス
教
室
の
開
催

マ

日

時

9
月
初
日

ω

マ
出
発
地
及
び
出
発
時
間

魚
津
市
役
所
前

8
時
ぬ
分

マ
通
行
コ
ー
ス

石
川
製
麺

1
魚
津
蒲
鉾
製
造

l

緑
化
セ
ン
タ
ー
(
昼
食

)
i
北
陸

電
力
富
山
火
力
発
電
所

1
県
庁

1
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

解
散
予
定
時
間
同
時
印
分

マ
申
し
込
み
期
間

6
月
お
日
か
ら

7
月

6
日
ま
で

マ
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
次
の
要
領
で
記
載

し
て
申
し
込
む
。

マ
連
絡
先

2
0
7
6
4
⑪

4
1
1
1
 

富
山
県

・
県
民
生
活
課

無
料
。
(
盆
食

・
お
茶
は

マ
参
加
賀

無
事
故
を
願
っ
て

5
月
刊
日
、
市
役
所
前
で
交
通
安

全
運
動
街
頭
出
動
式
が
行
わ
れ
、
交

通
安
全
母
の
会
な
ど
約
制
人
が
参
加
。

魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を

先
頭
に
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
交

通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

'砂

各
自
持
参
と
す
る
。

往復はがき

口 富 5市 . . . .語山
民 地 T住氏

県 新総 区及 EL所名る加込み申し
生民活 輪曲 び

- ~運T 
課↓日
殿

4 

農
業
研
修
生
派
米
協
会
で
は
、

臼
年
度
派
米
農
業
研
修
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
研
修
期
間
は
、

2
か

年
で
、
滞
米
研
修
に
必
要
な
経
費
は

農
業
実
習
の
報
酬
と
助
成
で
ほ
と

ん
ど
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

応
募
の
資
格
条
件
等
、
詳
し
い

こ
と
は
、

7
月
日
日
ま
で
に
市
農

政
課
庶
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。宮
②

2
2
0
0
内
線
矧

米
国
派
遣
農
業

研
修
生
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お問い合せは魚津市健康センター

ft24-3999 

広報うおづ

だより
(6周〉

保
O
相
木

3
9
3
1
1

0
有
江
大
輔
く
ん

O
昭
和
日
年
6
月
幻
日
生

(
2
男

〈
ママの一一一一日
〉

パ
パ
の
お
帰
り
を
と
っ
て
も
喜
び

ま
す
。

寺
崎
歯
科

医
院
木
下
歯
科

医
院
米
国
歯
科

医
院
小
熊
歯
科

医
院
稲
場
歯
糾

医
院

北
山
池
江

宮

@
0
3
0
1

友

道宮

@
1
3
5
5

下

村

木

宮

@
3
2
1
0

火
の
宮
町

宮

@
1
7
4
8

江

口宮

@
3
4
8
6

上

口
宮

@
3
6
1
9

文

化

町

宮

@
0
1
1
8

本

江宮

@
0
6
0
0

村

木

町

宮

@
6
5
6
7

文

化

町

宮

@
0
2
4
3

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

岱

@
0
7
3
1

内 合円』 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

母 親 みーふテι 級 妊婦とその家族 6月26日幽 9:30-16:00 ーーーー ーーー ・守苧...ーーーーー'ー ...ー'・ーーー→ 昼食をご持参ください。
<Aコース〉

母乳育児相談 乳児とその家族 6月26日幽 13: 00-14: 00 
魚津市健康

4か月児健診 4か月児
6月11日(木) 13: 00 -13: 30 センター

6月25日(木) 13:00-13:30 

8か月児健診 8か月児 6月10日(水) l3 : 00 -14 : 00 ー ーーー・ーーーーー・ーー・ ー・・ーー・ー ー・ーー・ーー ._.
ツベルクリン反応検査

を併せて行います。

離乳食講習会 8か月児 6月12日幽 13: 00-15 :00 
麻しん(はしか)の接種

1歳6か月児健診 60年11月生まれの幼児 6月23日(火) 13 : 00 -14 : 00 可F 可..守一 ー・・・・ー・・・・・・・ e・・・・・・・ ・→ 券を発行します。

股関節脱臼検診 3か月児
6月4日(木) 13 :00-13 :30 

7月2日(木) 13 :00-13 :30 魚津保健所
59.5.16-59.5.31生まれの幼児 6月9日(水) 13 :00-14 :00 

3歳児健診 59 . 6.1 -59 . 6. 15生まれの幼児 6月17日tホ) 13:00-14:00 ー ーーー...ーー・・・・ ー・・・・ ・ ーーーーーー ーーー ーー~・ 原の検査があります。

59.6.16-59.6.30生まれの幼児 7月 l日付d13:00-14:00 
老人ボケの相談も受け

心の健康相談 一 般市民 6月16日(刈 13:30-15:00 
f→ 
ます。

機 首足 司11 事東 脳卒中後遺症のある人
6月4日(木) 10 :00-15 :00 魚津市健康 o 却診11級察u 立10 : 00 -12 : 00 

Olì~~'立 4 日グ〉
〈リノ、ビリテーション〉 6月18日(木) 10 :00-15 :00 センター 13 : 00 -14 : 00 

健 康 相 百炎 一 般市民
6月18日(木) 13:00-14:00 魚津市健康センター

6月9日(火) 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

ツベルクリン反応検査 8か月児 6 月 10 日 ~K) 13: 30-14 :00 魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 6月12日倒 13 :00-14: 00 センター

6月5日幽 8:45-10:00 松倉公民館
料金 70歳以上)無料

胃 が ん検診 一般 市民
6 月 24 日 ~K) 8:45-10:00 上中島公民館

7月3日働 8:45-10:00 下中島公民館
50・51歳

毎週水曜日 9:00-12:00 黒部保健所
上記の者以外は 700円

6月5日幽 13 : 00 -14 : 00 松倉公民館
料金 70歳以上無料

子宮がん検診 一般 市民 6 月 24 日~]\) l3 : 00 -14 : 00 上中島公民館

7月3日倒 13:00-14:00 下中島公民館
69歳以下 500円

乳がん検診 一般市民
6月5日幽 13: 00-14 :00 松倉公民館

料金 7609歳歳以以上下 1，無100料円
7月 3日幽 13: 00 -14 : 00 下中島公民館

。がん検診受診希望者は、 実施日 14日前までに魚津市健康センターへ申し込んでください。

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。
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現
代
の
子
ど
も
達
を
み
て
、
「
三
つ

子
の
魂
、
百
ま
で
」
と
い
う
こ
と
ば

が
学
問
的
な
根
拠
を
も
っ
て
、
い
ま

見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
め
ま
ぐ

る
し
い
社
会
の
中
で
の
子
育
て
は
こ

れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ

と

き

6
月

7
日
川
午
後
2
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

マ
演
題
「
心
を
育
む
子
育
て
」

マ

講

師

小

山

一

宏

先

生

マ

入

場

料

無

料

託
児
室
を
準
備
い
た
し
ま
す
の
で
、

小
さ
な
お
子
様
づ
れ
の
方
も
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

(13) 

「
歯
の
衛
生
週
間
」

映
画
「
痴
呆
老
人
の
世
界
」

上
映
の
ご
案
内

受

講

生

募

集

〈
食
品
衛
生
教
室
〉

マ

場

所

魚

津

保

健

所

講

堂

マ

時

間

9
時
初
分

i
U
時

マ
日
程
及
び
内
容

-
6
月
お
日
肘
「
き
れ
い
で
す
か
?

手
は
」

「
食
品
の
選
び
方
」

「
お
い
し
い
水
」

「
寄
生
虫
と
ペ

ッ
ト
」

「
健
康
食
品
と
は
」

「
消
費
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
こ

あ
な
た
の

• • • • • 
11 10 9 8 7 
月月月月月
26 21 24 27 23 
日日日日日
(木:)(水:)(:木:)(:村休)

シ」」

以
上
に
つ
い
て
講
義
と
実
習
が
あ
り
ま
す
。

各
日
程
の
お
申
込
み
期
日
は

6
月
初
日
ま
で
、

魚
津
保
健
所
衛
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
@
0
3
5
9
 

6
月
4
日
;
6
月
間
日

科
学
的
に
、
楽
し
く
効
率
良
く
、
安
全
に
健
康
増

進
を
は
か
る
機
器
で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
必
要
な

デ
ー
タ

l
等
を
イ
ン
プ

ッ
ト
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

と
対
話
形
式
で
運
動
中
の
測
定
値
を
見
な
が
ら
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

工アロヒック・

フィットネス・サイクル

のζ利用を

老
年
の
親
を
持
つ
人
、
老
人
の
介
護
に
た
ず
き

わ
る
人
、
そ
し
て
、
す
こ
や
か
に
老
い
る
た
め
の

四
参
考
と
し
て
、
こ
の
映
画
を
み
れ
ば
、
年
齢
を
と

皿
る
の
が
怖
く
な
り
な
り
、
老
人
の
介
護
の
仕
方
も

酬
わ
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

剛

マ

日

時

7
月

4
日

出

午

後

1
時
初
分
開
演

叩

マ

場

所

魚

津

市

民

会

館

一

マ

入

場

料

前

売

3
0
0円
、
当
日

4
0
0円

一

マ
主
催
映
画
「
痴
呆
老
人
の
世
界
」

剛

魚
津
上
映
実
行
委
員
会

剛

(
午
後

3
時
加
分
か
ら
相
談
会
も
行
い
ま
す
)

明
る
く
、
元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
つ

…

一
所
へ

岱

@
0
3
5
9

て
い
ま
す
。

山

E=BEE-g--ESEm---一喜一言
EEa--一一喜一一量重量露呈
EE--一
量
霊
園
富
-EBB-亘書
EE--言語一一一量重量制一

講
演
会
の
お
知
ら
せ

と ー ろー と き

魚津市健康センタ

対 象 内 f円、~

該当地区
13: 30-14:00 ⑥第 1期=3回

村木 ・大町 ・

接種
破ジ百

4月実施日現在

本江 ・住吉 ・ 2歳児で、 4月 傷フー【ロ
予

上野方 ・上中
6月 1日(月)

島

一5月に l回~ アリせ
2回接種ずみの 防

道下 ・加積 ・
幼児。 風アき

経団 ・片貝 ・
@第 2期=1回

』ーー______.，

西布施 ・天神
6月 9日(刈 のみ接種 一

接

松倉
第 l期を 2回~

種

受けなかった

3回接種終了児 ;昆 種

L全地区の方 6月30日(刈
で、最終接種月 £E』2 

になる 3歳児。

成人震医
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

イ主月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
12 12 10 10 5 5 3 3 2 2 と 民日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
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検で 13 10 13 9 13 9 13 9 13 9 き開会7 

診の 15 。。 15 30 。。 30 。。 30 。。 30 
核結

き

核検結診は本

15 11 15 11 20 11 15 11 15 11 
、江 。。 。。 。。 。。 。。 30 00 。。 。。 30 と
早・
有 5か 成

め住 =Et 3 

健鹿樟市魚-t 

松 鹿 !日 坪 農
人

はに吉 山 1原 島 居J也、 内包 白 釘'f品 と 病震医受 ・ ~、盲
寺
"2:、

11 
/ム九、fム下a、、

ノ岩弘、 松 、J
け経 ノ~、， 居t、

て田 民 民 民 ユ〆 民 民 A寸Aι'- ぶ守且ー. 支
受診⑧ は

関く 告官 貧富 豊富
タ

⑧ 査官 告官 校 校 所 ろ
で f ーJ加積

⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑮ ⑧ ⑧ ⑮ ⑮ 
票主 病検成診人

はさ
受い道 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 
け 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月ら 下
れ地

3 3 26 26 24 24 19 19 17 17 と
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

ま 区の 七回 {斜 七制 ω (水)レド)制 (鎚 (水)(7j() 
せ 40

13 9 13 9 13 9 13 9 13 9 

てすま
令歳

上以
15 30 15 30 15 30 15 30 15 30 

き

と 15 11 15 11 15 11 15 11 15 11 

全 。。 。。 00 。。 。。 30 。。 。。 。。 。。 だ

地区
さ

魚津勤労雲
青 天 木 上 東 力日 湯 出 し、

。
65 
島 神
下 中 山 手責 上

/ム1‘ と
歳

"2: 
新
11 
島
/ム又‘ ノ~、i ノdス"、i 

以 iコLエ ~ι~、 "2:、
民

上 民 民 民 民 民 民

グ〉 自官 宣官 査官 豊富 豊富 査官 倉吉 豊富 豊富 ろ
方 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ 



(14) 広報うおづ

おしらせ
今
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は

6
月

1
日
か
ら

6
月
日
日
ま
で

に
、
現
況
届
を
市
役
所
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

受
給
者
の
前
年
の
所
得
状
況
や
養
育

状
況
な
ど
毎
年
確
認
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
届
出
を
き
れ
な
い
と

6
月
分
以

土
砂
災
害
防
止
月
間

6
月
1
日
i
羽
田

戸
別
計
計
引
引
U
U目
目
i
i
z
-
-

降
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
前
所
得
超
過
で
却
下
さ
れ
た
方

も
制
限
額
が
変
り
ま
す
の
で
認
定
請

求
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
市
社
会
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

手
続
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
0

.
印
鑑

・
請
求
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
記

号
番
号
(
証
明
書
用
紙
は
社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。)

向
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
は

8
月
で
す
。

6
月
間
日
か
ら

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
所
有

し
て
い
る
方
で
、
や
む
を
得
ず
転
用

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
転
用
申
請

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
前
に
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
の
認
可
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

6
月
刊
日

iω
日

マ
提
出
先

市
農
政
課

マ
添
付
書
類

ω申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

ω付
近
見
取
図
、
公
図
、
建
物
配

置
図
ω土
地
改
良
区
の
同
意
書

凶
農
家
、
分
家
住
宅
の
場
合
は
、

世帯

響察官 { 響察国

初中 上 試 県
※ 人 級級 級

ま(
嘗察官

試試 試
験

職員採
てい宮 詳 B A 験験 験 名
お 0 し
問 7 い

9 9 9 9 7 6 9 8 6 5 い 6 こ 申
合 4 と 月月 月月 月月 月月 月月 込 用
わ⑪6 は 24 4 24 4 9 19 1021 1829 ~ζ 
せ 日日 日日 日日 日日 日日

付 試
く 1 県 (村倒 (柑ま幽か (木ま)幽か (木)倒 (村幽
だ 6 人 まか まか まか 期 験
き 6 事委会員

でら てやら でら でら でら 間 σ〉
い。線内3 

10 10 8 10 7 第 お

70 事務
月 月 月 月 月

決 知
25 25 2 18 19 

試 ら)局 日 日 日 日 日 験
(日) (日) (日) (日) (日) 日 せ

所
有
農
地
一
覧
図

山
間
モ
の
ほ
か
必
要
書
類

申
請
さ
れ
る
方
は
、
書
類
を
作
成

す
る
前
に
希
望
場
所
を
市
農
政
課
庶

務
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

講

師

期

日

①
輪
島
功
一

7
月
2
日

「
勝
負
だ
ノ
炎
え
ろ
人
生
グ
」

②

永

六

輔

7
月
日
日

「
こ
こ
が
地
球
の
ま
ん
中
」

③
吉
岡
た
す
く

7
月
初
日

「
今
、
子
供
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
は
:
・
:
:
:
」

整番理号 募集職種 年齢 性別 賃金 地区 人員 資格経験他
そ の

l 土2木級管理土業木務 40-55 男 19-21 万円 江口 l 械大明、、2健級投土機木

2 営 業 20-35 男 11.8-13.3 港町 2 高卒、普免

3 運転手 25-50 男 16-17 川縁 l 普i既婚免者

4 電金属気プ後レ按ス 18-30 男 12.5-19.5 川縁 2 普?江主免¥i削妥

5 技技術術者見及世びl 18-35 男 10-18 六郎丸 2 普i昭子免以上

6 靴下仕上工 20-40 女 10.4 本江 6 不問

7 食品製造工 25-45 女 9.5-11 宮 i掌 2 普免

8 販売買 18-40 女 9.64-10.3 古島 2 不問

9 ア組ルミサ y立シ 20-40 女 10.5 慶野 3 不問

10 食品製造加工 25-45 女 8.75 港町 6 不問

く求人情報〉早急に人を求めています.グ

会

場

魚

津

平

安

閣

時

間

毎

回

7
時
開
講

募
集
期
間5
月
刊
日

1
6
月
初
日
ま
で

定
員

1
5
0
名

受
講
料

1
0
、
0
0
0
円

申
込
先
制
新
川
青
年
会
議
所

宮
②
5
9
7
6

ー

申
込
み
締
切

6
月
初
日

|

本
年
は
、
日
月
中
旬
に
市
内
青

・

壮
年
初
名
を
東
南
ア
ジ
ア
に
派
遣
す

る
こ
と
に
し
、
希
望
者
を
募
集
中
で

す
。

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0

内
線

4
4
1

A
V
ゆ
ず
り
ま
す

マ
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
マ
大
人
用

ベ
ッ
ド
マ
エ
ア
コ
ン
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ

ド
マ
机
(
木
製
と
ス
チ
ー
ル
製
)

マ
バ
イ
ク
(
印
∞
)

A
V
も
と
め
ま
す

マ
バ
イ
ク
マ
テ
レ
ビ
マ
ミ
シ
ン
マ
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
マ
流
し
台
マ
自
転
車

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市

総
務
課
、
行
政
係
へ

宮
②
2
2
0
0
(
内
線

2
2
1
)

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

<fi' 24 -0365>へお問い合わせください。
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合
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申
込
み
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受
付
け

・
問
い
合
わ
せ
は

同
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

合

@
9
5
7
9
(月
曜
日
を
除
き

毎
日
午
後

1
時
か
ら
)

受
講
料

魚
津
市
観
光
協
会
で
は
、
三
大
奇

観
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
を
発
売
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
の
図
柄
は
、
は
た
る

い
か
、

し
ん
き
ろ
う
、
埋
没
林
で
す
。

代

金

一

セ

ッ
ト

二

、
0
0
0
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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用
と
し
て

一
O
O万
円

魚
意
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
殿

V
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し

て
O
栃
木
県
宇
都
宮
市
平
松
本
町

四
一
六
|
二

O

十
五
万
円

秋

山

匡

氏

。
魚
津
市
経
田
中
町
六

l
十
六

三
十
万
円

本
田
正
昭
氏

。
魚
津
市
三
ヶ
六
九
四

三
万
円

高
島
義
家
氏

一

枚

七

O
O
円

通

話

度

数

五

O

申

込

先

魚

津

市

観

光

協

会

合
②
一
二

0
0

県
民
大
学
校
魚
津

高
校
F
城
講
座
受
講
生
募
集

ア開
設
期
間

募
集
期
間

対

象

者

定

員

申

込

先

業

て7

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎

と
集
計
表
の
作
成

7
月
2
日
嗣

i
幻
日

ω

の
聞
に
ロ
回

午
後

6
時
初
分

1
9
時

6
月

1
日
開

1
日
日
開

成
人
一
般
で
パ
ソ

コ
ン

操
作
の
経
験
の
な
い
方

ω名
魚
津
市
浜
経
団

3
3
3
8

申
込
方
法

魚
津
工
業
高
校
県
民
大

学
校
魚
津
工
業
高
校
開

放
講
座
係

ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
年
令
、

性
別
、
住
所
、
電
話
番
号

勤
務
先
を
明
記
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
電

話
(
②
2
5
7
7
)
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
地
域
:・
片
貝
地
区
(
島
尻
、

東
城
、
大
菅
沼
)
上
野
方
地
区
(
石

垣
平
)
下
中
島
地
区

(
8
号
線
山
側
)
。

点
検
に
は
県

L
P
G
協
会
魚
津
支
部

保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。

43hs=主基金主吾毎 ~R 1.= ̂  /T'¥ -"， $信会+
照淳書恵歪艮汀ヘω」可旬

く敬称、略〉

平田利夫友道 30，000円

栄 明 寺本町二丁目 100，000円

関口 宇佐示天神町'新 50，000円

石 111奇とき本町二丁目 5，000円

上里三男本町二丁目 30，000円

友田道治新角川二丁目 10 ，000円

四十内松栄本町一丁目 10，000円

医 名 5，000円

里崎あい子慶 野 2，500円

桝崎 民中央通り二丁目 2，500円

石崎政雄火の宮町 2，500円

オートパ ックス 17，036円

吉野金一諏訪町 30，000円

船崎嘉一本町一丁目 200，000円

北出重雄本江 50，000円

紙谷善次大海寺野 50，000円

鮒北陸プラント建設道坂 10 ，000円

魚津鋭金権装整備工場 5，000円

※受付ーの順番で'描似していますが、紙面の都合
で一部次の号以降になります。
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経由小学校

のお友だち

経
由
小
学
校

6 
年

昔
を
物
語
る
江
戸
村

魚
住
武
司
く
ん

遠
足
の
最
初
の
見
学
先
江
戸
村
は

タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
か
け
ら
れ
、
昔
の

時
代
に
も
ど
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

初
め
に
人
馬
・
継
立
問
屋
を
見
た
。

建
物
の
中
は
暗
く
て
全
く
日
が
入
っ

て
こ
な
い
。
何
だ
か
う
す
気
味
悪
い
。

奥
の
部
屋
に
は
あ
ん
ど
ん
が
置
い
で

あ
っ
た
が
、
す
み
ま
で
光
が
届
か
な

い
。

ぼ
く
は
昔
の
人
は
よ
く
こ
ん
な

所
で
暮
ら
し
て
い
た
な
と
ふ
し
ぎ
に

吉

島

保

育

園

き憲懇意

さ
え
思
え
た
。
ま
た
、
柱
が
と
て
も

太
く
じ
よ
う
ぶ
そ
う
だ
つ
た
。

い
ろ

り
や
大
き
な
か
ま
ど
も
昔
の
ま
ま
保

存
さ
れ
て
い
た
。

先
へ
行
く
と
江
戸
初
期
の
百
姓
屋

が
あ
っ
た
。
屋
根
は
わ
ら
ぶ
き
で
今

に
も
こ
わ
れ
そ
う
な
家
だ
っ
た
。
江

戸
時
代
の
農
民
の
貧
し
さ
が
ぼ
く
の

体
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

た
。
隣
の
肝
煎
百
姓
屋
は
少
し
広
く

建
物
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
。

下
級
武
士
の
家
は
小
さ
く
、
上
級

武
士
の
家
は
大
き
く
か
わ
ら
ぶ
き
で

見
た
感
じ
す
ご
く
立
派
な
家
だ
っ
た
。

十
八
じ
よ
う
じ
き
の
広
い
部
屋
に
立

派
な
つ
ほ
や
よ
ろ
い
な
ど
が
た
く
さ

ん
置
い
で
あ
っ
た
。
廊
下
も
横
に
た

た
み
が
二
枚
も
し
い
て
あ
る
広
い
廊

下
だ
っ
た
の
に
は
、
お
ど
ろ
い
た
。

江
戸
村
の
見
学
も
終
え
、
ぼ
く
は

目
を
閉
じ
て
み
る
と
江
戸
の
人
た
ち

の
姿
が
目
に
浮
ん
で
き
た
。
同
じ
農

家
や
武
士
で
も
身
分
に
は
高
い
低
い

が
あ
り
、
住
む
家
や
暮
ら
し
方
も
違

Vみたむらさとみちゃん(5歳)

I ~通開聞柑 納

(
5歳
)

4
『
さ
わ
だ
ゅ
う
た
ろ
う
く
ん

っ
て
い
た
の
だ
。
人
々
は
小
さ
な
道

具
や
人
の
力
に
頼

っ
た
不
便
な
生
活

を
し
て
い
た
の
だ
。

ぼ
く
は
今
の
時

代
に
生
ま
れ
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

h
V
4
月
辺
目
、
春
の
遠
足

(5
・
6
年
生

で
江
戸
村
を
訪
ね
る
。

4

司
ほ
う
き
を
も
っ
人

3
年
朝
野
誠
一
郎
く
ん

ん
占

C
4
U
 
ゃあ水清

Z
B『

aaw沌
昌
司
占
事
句

年
円
，

ι

曹
ぷ
1

ん

/
F

i

u
e
s
p，J
 

j

'
 

る

，

ま占M田本

人，‘、

E'

働

6

で港漁v
 

ー、-

い

の

ぼ

り

菊池明宏〈ん

1
年

V

お
か
も
と

き
ょ
う
へ
い
く
ん

1
年の
ざ
わ

企

あ

い

こ

さ

ん

4年

叫

Ez--2
・
i
z-
-i
zi
--3・・
1
・
3-
-i
l
i--3・・
1

…

…
こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

…

…

合
⑧
2
4
0
2
…

川

〈

6
月
の
行
事
v

…

…7
日

制

料

理

ク

ラ

ブ

叩
時

l

…

…
日
日

ωi幻
日

間

…

…

父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

川

…

(

費

用

問
円
)
…

…u
日
日

-m
日

岡

山

…

ザ

・
チ

ャ
レ
ン
ジ

2
時

1

…

…
詳
し
い

こ
と
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
…

団側/魚津印刷株式会社

5年 寺口芳子さん

圃置.置E・
人(前月対比)

23，928(-9) 

25，971 (+20) 

49 ，899 (+ 11) 

13，677世帯

200.75k附

7.9km 

編集/企画広報室

(4月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


